
次世代を担う農業経営者たち
錦江町の農業を担う若手農業経営者が切磋琢磨して持続発展のまちづくりを語り合う場。

現状を把握し10年後を見据えたグローバルな視点で農業経営に取り組む経営者を支援します。

産業振興課  ☎ 22-3034

農業経営塾＆未来会議で持続発展する農業へ
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く
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世
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、
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。
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そ
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令
和
２
年
度
も
農
業

経
営
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開
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と
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開
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経
営
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の
事
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計
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定
、
先
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研
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未
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若
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なんとなく農業をしてましたが、
農業は田畑を耕し、いい物を作る
だけでなく、農業の「業」の部分、
生業（なりわい）を経営として考
えていく必要があると感じました。

中長期の目標から農業経営の強み・
弱み・チャンス・脅威といった分
析ができた。もっと女性の参加し
やすい経営塾として販路や加工品
などの研修を受けていきたい。

親の行っている農業に魅力を感じ
農業を始めた。今回の経営塾で
10 年計画を立てることにより、
どのタイミングで投資や資金・規
模拡大が必要か見える化できた。

Ｑ２. 仲間に受講を勧めたい

農業経営塾＆未来塾の受講生アンケート

Ｑ１. 受講して身に付いたこと
や変化したことは？

経営に対する考え方▶30％
設備投資や生産原価の考え方▶17％
農業が成長産業になりうる▶9％
事業計画の重要性▶26％
食を取り巻く外部環境を知る▶9％
産地づくりや地域で連携する▶9％

Ｑ３. 来年も受講したい
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経営塾では農業経営理念や経営戦略、マーケティングをテーマと
した講義が行われ、後半ではグループに分かれ議論を行い、あら
ためて経営と向き合い語り合う場となっています。農業未来会議
では自分と町の農業の課題や異業種のメンバーから見る自分の立
ち位置などを語り合い、10年後を見据え地域の未来に貢献する
という理念をもとに経営を実践していく場として行っています。

2019.11.6-2020.3.11
令和元年度 農業経営塾＆未来会議

令和元年度の取り組み

公開講座　11 月 6 日
『国内外の農業界を取り巻く潮流』

農業経営塾＆未来会議
▶第１回［経営理念］　12 月 4 日

『経営者に必要経営理念とビジョン』
▶第２回（経営戦略）12 月 17 日

『マーケティングの視点で経営戦略を策定する』
特別講師　( 株 ) 福田農園　福田 浩樹氏
▶第３回（経営管理）1 月 8 日

『自由な発想で新たなビジネスモデルを考える』
▶第４回（財務管理）1 月 29 日

『数値目標の設定と財務管理』
特別講師　( 株 ) 新門トマト園　新門 剛氏
▶第５回（流通・動向）3 月 2 日

『農産物の流通と消費の動向』
特別講師　( 株 ) 禾の人　北埜 修司氏
▶第６回（経営管理）3 月 11 日
受講者の事業計画発表会

個別相談会　
１回『個別相談会』10 年後を見据えた経営計画
２回『個別経営事業計画策定相談会』
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